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特長 


UHF シン セ サ イ ザー ダイ バー シテ ィ チ ュー ナー URX-S03D 
は 、 ソ ニー の 業務 用 カム コー ダー や 別売 り の ワイ ヤレ ス ア 
ダ プ ター と 組み 合わ せ て 、2 波 受 信 が で きる スロ ッ ト イ ン 
タイ プ の ワイ ヤレ スチ ュー ナー で す 。 


カム コー ダー スロ ッ ト イ ンタ イプ の 2 チャ ン ネ ルレ シー 
バー 

2 台 の 送信 機 の 同時 運用 に 対応 で きる カム コー ダー スロ ッ 
トイ ンタ イプ の 受信 機 で す 。 ス ロッ トイ ン に 未 対応 の カム 
コー ダー で も 、 別 売 の ワリ ワイヤレス ア ダ プ ター DWA-O1D ま 
た は DWA-FO1D を 使っ て 取り 付け られ ます 。 


XDCAM と の 組み 合わ せ 

D-sub 15 ビン 端子 を 介し て 、 本 機 の DSP で 処理 され た 2 

チャ ン ネ ル の デジ タル 信号 を 直接 カム コー ダー に 送れ ます 。 
また 、 カ ムコ ー ダ ー の ビュ ー フ ァ イ ン ダー 上 で 、 そ れ ぞ れ 
の ワイ ヤレ スマ イク ホロ ン の RF/AF レベ ル を 確認 で きま 

す 。 


HDCAM と の 組み 合わ せ 

D-sub 15 ピン 端子 を 介し て 、 本 機 か ら ア ナ ロ グ 出力 され る 
シン グル チャ ン ネ ル の 音声 信号 を 直接 カム コー ダー に 送れ 
ます 。2 つの 送信 機 か ら 送 られ た 異な る 音声 信号 を 1 つ に 
ミッ クス し 、 シ ング ルチャ ン ネ ル の 音声 信号 と し て 出力 す 
る こと も で きま す 。 

また 、 カ ムコ ー ダ ー の ビュ ー フ ァ イ ン ダー 上 で 、 そ れ ぞ で れ 
の ワイ ヤレ スマ イク ロホ ン の RF/AF レベ ル を 確認 で きま 
す 。2 チャ ン ネ ル と も ON の と き は チャ ン ネ ル 1 を 表示 、 
片方 の チャ ン ネ ル の み ON の 場合 は その チャ ン ネ ル を 表示 
し ます 。 


トゥ ルー ダイ バー シテ ィ 方 式 

各 チ ャ ン ネ ル に 2 つの 受信 回 路 を 搭載 し 、 送 信 機 か ら の 電 
波 を 同時 に 受信 し て 受信 状態 の 良好 な ほう を 自動 選択 する 
トゥ ルー ダイ バー シテ ィ 方 式 に より 、 広 い エ リア で も 音 切 
れ や ノイ ズ の 発生 を 抑え た 安定 し た 受信 が 可能 で す 。 


ソニ ー ア ナ ロ グ ワイ レス マイ クロ ホン と の 互換 性 

DSP を 搭載 し 、 デ ジタル コン パン ダー 処理 に よっ て 高音 質 
な 伝送 を 実現 。 コ ン パ ンダ ー モ ー ド を 切り 換え る こと に よ 
り 、 ソ ニー 製 ア ナ ロ グ ワイ ヤレ スマ イク ロホ ン シ ス テム 
(UWP シリ ー ズ 、WRT シリ ー ズ ) の 送信 機 と 組み 合わ せ 
て 使用 で きま す 。 


視認 性 の 高い ディ スプ レイ 

従来 機器 と 比べ て ディ スプ レイ の 面積 が 2 倍 に な り 、 視 認 
性 が 高まり まし た 。 ま た 、 バ ッ ク ラ イト 付き ディ スプ レイ 
の 採用 に より 、 暗 い 場所 で の ロケ や 取材 で も 素早 く 設 定 変 
更 が 可能 で す 。 


電波 の サー チ 

空き チャ ン ネ ル を 探す クリ アチャ ン ネ ルス キャ ン 、 使 
チャ ン ネ ル を 探す アク ティブ チャンネル スキ ャ ン に より 、 
現場 で の 電波 状況 を 把握 し て 、 和 希望 の チャ ン ネ ル に セッ ト 
で きま す 。 


赤外線 通信 機能 の 搭載 

UWP-D シリ ー ズ の 送信 機 と 組み 合わ せ て 使用 する 場合 、 
本 機 で 設定 し た 周波 数 と コン パン ダー モー ド を 赤外線 通信 
機能 で 送信 で きる た め 、 短 時 間 で チャ ン ネ ル 設定 が 完了 し 
まあ 


屋外 で の 使用 に 耐え る 堅 中 な 構造 

屋外 で の ハー ド な 使用 に 耐え る 堅 生 か つ 防 鹿 に 配慮 し た 構 
造 で 、 カ ムコ ー ダ ー に 装着 し 、 ア ン テ ナ を 取り 付け た 状態 
で JIS 防 滴 II 形 の 性 能 を 有 し て いま す 。 


スケ ル チ 切 り 換 え 機 能 
使用 する 状況 に 応じ て 、 ス ケル チ 機 能 の ON/OFF を 切り 
換え られ ます 。 


音 部 の 名 称 と 働き 


ーー トト 


Il HH 
| ィ LU 


⑩ アン テ ナ 端 子 (BNC タイ プ ) 
付属 の アン テ ナ を 接続 し ます 。 


@ 取り 付け ネジ 
カム コー ダー や ワイ ヤレ ス ア ダ プ ター に 取り 付け る と き に 
使用 し ます 。 


© アク セ サ リ ー 端 子 (D-sub 15 ピン ) 
カム コー ダー や ワイ ヤレ ス ア ダ プ ター と 接続 し 、 電 源 や 
オー ディ オ 信 号 、 制 御 信 号 の や り 取 り を 行い ます 。 


@© POWER (電源 ) イン ジ ケ ー タ ー 

電源 が 入る と 緑色 に 点灯 し ます 。 

チュ ー ナ ー 1 と チェー ナー 2 の それ ぞ れ の 電源 状態 を 
POWER1、POWER2 イン ジ ケ ー タ ー で 表示 し ます 。 


© RF (高周波 ) イン ジ ケ ー タ ー 
チュ ー ナ ー 1 と チュ ー ナ ー 2 それ ぞ れ の 高周波 人 人 カレ ベル 
を 表示 し ます 。 

緑色 点灯 : 25 dB 以上 

赤色 点灯 : 15 一 25 dB 

消灯 : 15 dB/ 未満 
OdBu = 1 VsMk 


⑥⑧ POWER (電源 ) スイ ッ チ 
チュ ー ナ ー 1、 チ ュー ナー 2 の 電源 を 個別 に ON/OFF で き 
ます 。 


@ MENU (メニ ュー) ボタ ン 
ディ スプ レイ に 表示 され る メニ ュー の 種類 を 切り 換え ます 。 


© SET (セッ ト ) ボタ ン 
ディ スプ レイ に 表示 され た 機能 を 変更 し た り 、 調 整 し た 値 
を 決定 し た り し ます 。 


⑥ + ま た は 一 ボタ ン 
ディ スプ レイ に 表示 され た 機能 や 値 を 選択 し ます 。 


⑩ 赤外線 送信 ポー ト 
設定 し た 周波 数 お よび コン パン ダー モー ド を 送信 機 に 送信 
する た め の ポ ー ト で す 。 


⑮⑪ ディ スプ レイ 部 


④⑧ オー ディ オ 入 力 レ ベル メー ター 
受信 し た オー ディ オ 信 号 の レベ ル を 表示 し ます 。 


(5 ピー クイ ンジ ケー ター 
オー ディ オ 信 号 が ひずみ は じ め る 3dB 前 で 点灯 し 、 過 大 入 
力 を 警告 し ます 。 


©⑤ グル ー プ 表示 
設定 され て いる 受信 グル ー プ 名 を 表示 し ます 。 


⑥ チャ ン ネ ル 表 示 
設定 され て いる 受信 チャ ン ネ ル 名 を 表示 し ます 。 


⑥ RF レベ ル メ ー タ ー 
RF 入力 レベ ル を 表示 し ます 。 入 力 レ ベル に より 点灯 する 
目盛 り の 数 が 変わ り ま す 。 

5 目盛り が 点灯 : 50 dB 以上 

4 目盛り が 点灯 : 40 一 49 dB 

3 目盛 り が 点灯 : 30 一 39 dB 

目盛 り が 点灯 : 20 一 29 dB 

1 目盛 り が 点灯 : 10 一 19 dB 

点灯 な し : 10 dB 未満 


準備 


ヨル 
ロ 叉 


カム コー ダー 本 体 に 取り 付け る 


本 機 に 対応 し た ソニ ー 製 カム コー ダー の ワイ ヤレ スレ シー 
バー 挿入 口 に 取り 付け る こと が で きま す 。 


1 カム コー ター の ワイ ヤレ スレ シー バー 挿入 口 の カバ ー 
を 外し 、 本 機 を 挿入 し ます 。 


挿入 方 向 を 間違わ な いた め に 、 取 り 付 け ネ ジ の 位置 を 
確認 し て か ら 挿 入 し て くだ さい 。 


2 奥 ま で 挿入 で きた こと を 確認 し て か ら 、4 か 所 の 取り 付 
け ネ ジ で し っ か り と 固定 し て くだ さい 。 


ワイ ヤレ ス ア ダ プ ター を 使う 


本 機 を 別売 の ワイヤ レス アダ プター DWA-01D また は 
DWA_-FO1D に 取り 付け る と 、 ポ ー タ ブル ワイ ヤレ スレ シー 
バー と し て 使用 で きま す 。 


を 取り 付け か た に つい て は 、DWA-01D また は DWA-FO1D の 取 
扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 


受信 チャ ン ネ ル を 設定 する 


選択 可能 な チャ ン ネ ル グ ル ー プ と チャ ン ネ ル に つい て は 、 
CD-ROM に 収録 され て いる 「 周 波数 リス ト 」| を 参照 し て く 
だ さい 。 


混信 や 雑音 を 防ぐ た め 、 次 の 点 に ご 注意 くだ さい 。 

・ 同じ チャ ン ネ ル に 設定 し た 複数 台 の 送信 機 を 同時 に 使 
し な いで くだ さい 。 
同時 に 2 波 以上 を 使用 する 場合 は 、 必 ず 同 一 グル ー プ 内 の 
異な る チャ ン ネ ル に 設定 し て くだ さい 。 

送信 機 お よび 受信 機 を それ ぞ れ 3 m 以 上 離し て 使用 し て く < 
だ さい 。 


POWER1 また は POWER2 スイ ッ チ を ON に する 。 


2 MENU ボタ ン を 押し て RX1 メニ ュー また は RX2 メ 
ニュ ー を 表示 させ 、+ ボタ ン ま た は - ボ タン を 押し て 
GP/CH 画面 を 表示 させ る 。 


3 SET ボタ ン を 1 秒 以 上 長押 し する 。 


MRY1IL 本 
ALL- B11 
せ Hb .125MHz 


人 4 」 また は - ボ タン を 押し て 、 希 望 の グル ー プ 名 を 選択 
し 、SET ボタ ン を 押す 。 


チャ ン ネ ル グ ル ー プ が 設定 され 、 チ ャ ン ネ ル 番 号 表 示 
が 点滅 > ま す ぁ 


ALL -H11 に 
Ia 本" 
HH Hz 
5 」 ま た は - ボ タン を 押し て 、 希 望 の チャ ン ネ ル 番 号 を 
選択 し 、SET ボタ ン を 押す 。 


点滅 表示 が 終了 し 、 希 望 の チャ ン ネ ル に 設定 され ます 。 


ご 注意 


・ チャ ン ネ ル グ ル ー プ 表示 また は チャ ン ネ ル 番 号 表 示 の 点 
滅 中 に 、10 秒間 どの ボタ ン も 押さ な いと 、 点 滅 時 の 設定 
値 で 保存 きれ ます 。 こ の 動作 は 、 他 の 項目 を 設定 する 場 
合 も 同じ で す 。 

周波 数 表示 は 、 チ ャ ン ネ ル 番 号 に 応じ て 表示 が 変わ り ま 
す 。 

受信 チャ ン ネ ル の 設定 中 で も 、 受 信 は で きま す 。 

同一 シス テム 内 の 送信 機 と 受信 機 は 同じ チャ ン ネ ル に 設 
定 し て くだ さい 。 


グル ー プ 内 の 空き チャ ン ネ ル を 検索 す 
る (クリ アチャ ン ネ ルス キャ ン ) 


設定 きれ て いる チャ ン ネ ル グ ル ー プ 内 の 空き チャ ン ネ ル を 
検索 する こと が で きま す 。 
以下 の 操作 を 行う 前 に 、 あ ら か じ め チ ャ ン ネ ル グ ル ー プ を 
設定 し て お いて く だ さい 。 


詳し く は 「 受 信 チ ャ ン ネ ル を 設定 する 」 (5 ペー ジ ) を ご 覧 くだ 
さい 。 


1 MENU ボタ ン を 押し て RX1 メニ ュー また は RX2 メ 
ニュ ー を 表示 させ 、+ ボ タン また は - ボタ ン を 押し て 
CLR SCAN 画面 を 表示 きせ る 。 


2 SET ボタ ン を 1 秒 以上 長押 し する 。 


チャ ン ネ ル グ ル ー プ 表示 と 、+ 表示 が 点滅 する まで ] 
押し し て くだ さい 。 


拓男 川 a 
LR 呈 虹 誕 則 四 四 
GP ALL + に 軒 時 


TIIIlIlllllll\ 


Wn 


3 + ボタ ン を 押す 。 


SM プ の 中 で 、 使 用 可能 
空き チャ ン ネ ル を 検索 し ます 。 空き チャ ン ネ ル が 見 
9 最初 の 空き チャ ン ネ ル の 番号 が 点滅 し ます 。 


次 の 空き チャ ン ネ ル を 表示 させ る に は 
+ ボ タン を 押し ます 。 


検索 を キャ ン セ ル す る に は 
ー ボ タン を 押し ます 。CLR SCAN 画面 に 戻り ます 。 


4 希望 の チャ ン ネ ル 番 号 が 点滅 し た ら 、SET ボタ ン を 押 
す 。 


空き チャ ン ネ ル の 検索 が 終了 し 、 表 示さ れ て いる チャ 
ン ネル が 確定 し ます 。 


グル ー プ 内 の 使用 チャ ン ネ ル を 検索 す 
る (アク ティ ブチ ャ ン ネ ルス キャ ン ) 


設定 され て いる チャ ン ネ ル グ ル ー プ 内 で 、 す で に 使用 し て 
いる チャ ン ネ ル を 検索 する こと が で きま す 。 複 数 の 受信 機 
を 、1 つの 送信 機 と 組み 合わ せ て 同時 に 使う 際 に 便利 で す 。 
以下 の 操作 を 行う 前 に 、 あ ら か じ め チ ャ ン ネ ル グ ル ー プ を 
設定 し て お いて く だ さい 。 


8 


を 詳し く は 「 受 信 チ ャ ン ネ ル を 設定 する 」 (5 ペー ジ ) を ご 覧 くだ 
さい 。 


1 MENU ボタ ン を 押し て RX1 メニ ュー また は RX2 メ 
ニュ ー を 表示 させ 、+ ボタ ン ま た は -ー ボ タン を 押し て 
ACT SCAN 画面 を 表示 させ る 。 


2 SET ボタ ン を 1 秒 以 上 長押 し する 。 


チャ ン ネ ル グ ル ー プ 表示 と 、+ 表示 が 点滅 する まで 
押し し て くだ さい 。 


[ ポ 害 | 画 画 | ョ 
和正 
BDP ALL + < 現下 


ZIllllllllll 


Wn 


3 + ボタ ン を 押す 。 


設定 さき され て いる チャ ン ネ ル グ ル ー プ の 中 で 、 す で に 使 
用 し て いる チャ ン ネ ル を 検索 し ます 。 使用 チャ ン ネ ル 
が 見 つか る と 、 最 初 の 使用 チャ ン ネ ル の 番号 が 点滅 し 
ます 。 


次 の 使用 チャ ン ネ ル を 表示 させ る に は 
+ ボ タン を 押し ます 。 


検索 を キャ ン セ ル す る に は 
ー ボ タン を 押し ます 。ACT SCAN 


画面 に 戻り ます 。 


4 希望 の チャ ン ネ ル 番 号 が 点 減 し た ら 、SET ボタ ン を 押 
す 。 


使用 チャ ン ネ ル の 検索 が 終了 し 、 表 示さ れ て いる チャ 
ン ネ ル が 確定 し ます 。 


コン バン ダー モー ド を 設定 する 


本 機 と 組み 合わ せる 送信 機 に よっ て 、 コ ン パ ンダ ー モ ー ド 
RD 
チュ ー ナ ー 1、 チ ュー ナー 2 に 異 
を 設定 で きま す 。 


な る コン パン ダー モー ド 


・ UWP-D シリ ー ズ の 送信 機 と 組み 合わ せ て 使う 場合 は 、 送 
信 機 の コン パン ダー モー ド も 同じ 設定 に し て くだ さい 。 
・ コンパ ンダ ー モ ー ド の 設定 が 異な る 組み 合わ せ で 使用 す 
る と 、 ト ー ン 信号 周波 数 が 異な る た め 、 音 が 出 ま せん 。 
・ ス ケル チ 機 能 (7 ペー ジ ) を OFF に 設定 する と 、 コン パン 
ダー モー ド が 異な っ て いて も 音声 は 出力 され ます 。 た だ 
し 、 出 力 レ ベル が 変化 する な どの 影響 が 出る こと が あり 
ます 。 


MENU ボタ ン を 押 
ニュ ー を 表示 させ 、 


し て RX1 メニ ュー また は RX2 メ 
+ ボ タン また は - ボタ ン を 押し て 


COMPANDER 画面 


を 表示 させ る 。 


2 SET ボタ ン を 1 秒 以上 長押 し する 。 


選択 項目 が 点滅 し ます 。 


正和 | ョ 』 
FMPANDER 5 
UMWP- に 上 


| 
| 
TTTITTT SN 


3 + ボタ ン ま た は - ボ タン で コン パン ダー モー ド を 選択 
し 、SET ボタ ン を 押す 。 


選択 し た コン パン ダー モー ド に 設定 され ます 。 
UWP-D : ソニ ー UWP-D シリ ー ズ の 送信 機 と 組み 合わ 
せる 場合 に 選択 し ます 。 

UWP : ソニ ー UWP シリ ー ズ の 送信 機 と 組み 合わ せる 
場合 に 選択 し ます 。 

WL800 : ソニ ー WRT シリ ー ズ の 送信 機 と 組み 合わ 
せる 場合 に 選択 し ます 。 


送信 機 と コン バン ダー モー ド の 組み 合わ せ 
使用 する 送信 機 に 合っ た コン パン ダー モー ド に 設定 し ます 。 


ー い 二 音 
ご 注 足 


送信 機 と コン パン ダー モー ド の 設定 の 組み 合わ せ が 適 切 で 
い 場 合 は 、 音 が 出 ませ ん 。 


[送信 機 。  。 。 | 本 機 の コン パン ター モー ド | 
UWP-D | UWP | WL800 
UWP-D シリ ー コン パン ダー モエ モード: 1 〇 x x 
ズ (UTX-B03、 |UWP-D 
UTX-M03、 コン パン ダー モー ド :|x 〇 x 


UTX-B03HR) |UwP 


コン パン ダー モー ド :| x 〇 
WL800 
UWP シリ ー ズ (UTX-B2、UTX-H2) x 〇 x 
WRT シリ ー ズ (WRT-822、WRT-860 x x 〇 


な ど ) 


スケ ル チ 機 能 を 使う 


スケ ルナ チ 機能 を 使用 する と 、 受 信 待機 時 の 不要 信号 や ノイ 


や 外来 雑音 を 探す 場合 な ど は OFF に し ます 。 

本 機 に は 次 の よう な スケ ルナ チ 機 能 が あぁ あり ます が 、 個 別に 
ON/OFF 操作 を 行う こと は で きま せん 。 す べ て 一 括 で 
ON/OFF が 切り 換わり ます 。 


・RF (高周波 ) スケ ル チ 
RF (高周波 ) 入力 レベ ル が RF スケ ル チ レ ベル 以下 に な 
る と 、 オ ー デ ィ オ 出力 が ミュ ー テ ィング され ます 。 RF ス 
ケル チレ ベル は 固定 で す 。 

・ トー ンス ケル チ 
規定 の トー ン 信 号 が 含ま れ て いる 電波 を 受信 し な い 限 り 、 
オー ディ オ 出 力 が ミュ ー テ ィング され ます 。 

。・ ノ イズ スケ ル チ 
ノイ ズ が 一 定 レ ベル 以上 に な る と 、 オ ー デ ィ オ 出力 が 
ミュ ー テ ィング され ます 。 


ご 注意 

スケ ル チ 機 能 の 操作 を 行う 前 に 、 必 ず 接 続 機器 の 音量 を 
絞っ て くだ さい 。 本 機 が 受信 待機 中 、 ま た は RF 入力 レベ 
ル が 低い 状態 で 受信 中 に スケ ル チ 機 能 を OFF に する と 、 
ノイ ズ に よっ て 接続 機器 や スピ ー カ ー を 破損 する こと が あ 
り ま す 。 


1 MENU ボタ ン を 押し て RX1 メニ ュー また は RX2 メ 
ニュ ー を 表示 させ 、+ ボ タン また は - ボ タン を 押し て 
SQUELCH 画面 を 表示 させ る 。 


2 SET ボタ ン を 1 秒 以 上 長押 し する 。 
選択 項目 が 点滅 し ます 。 


3 + ボ タン また は - ボタ ン で スケ ル チ 機 能 の ON/OFF を 
選択 し 、SET ボタ ン を 押す 。 


赤外線 通信 機能 を 使う 


UWP-D シリ ー ズ の 送信 機 と 組み 合わ せ て 使用 する 場合 は 、 
赤外線 通信 機能 を 使っ て 本 機 か ら 送 信 機 の 周波 数 お よび コ 
ン パ ンダ ー モ ー ド を 設定 で きま す 。 


UWP シリ ー ズ お よび WRT シリ ー ズ の 送信 機 と の 組み 合わ 
せ で は 、 本 機能 は 使用 で きま せん 。 


空き チャ ン ネ ル を 検索 し 、 赤 外線 通信 で 
チャ ン ネ ル 設 定 する (AUTO SET) 


1 MENU ボタ ン を 押し て RX1 メニ ュー また は RX2 メ 
ニュ ー を 表示 させ 、+ ボ タン また は - ボタ ン を 押し て 
AUTO SET 画面 を 表示 させ る 。 


2 SET ボタ ン を 1 秒 以上 長押 し する 。 


「YES] 表示 が 点滅 し ます 。 


RX 1 mi 
aUTH SET = 
> WE < 


IIlIlll\ 


3 SET ボタ ン を 押す 。 


クリ アチャ ン ネ ルス キャ ン が スタ ー ト し 、 空 いて いる 

チャ ン ネ ル を 探し ます 。 

クリ アチャ ン ネ ルス キャ ン が 完了 する と 、 雑 音 や 妨害 

電波 の 影響 が 最も 少な い チ ャ ン ネ ル に 設定 され ます 。 

チャ ン ネ ル が 設定 され る と 、 自 動 的 に 赤外線 送信 が ス 
ター ト し ます 。 


電源 を 入れ る と ノイ ズ が 発生 する 場合 が あり ます の で 、 
本 機 に 接続 し た 機器 の 音声 入力 レベ ル を 絞っ て か ら 電 
源 を 入れ て くだ さい 。 


4 ※ 信 機 の SET ボ タン を 押し な が ら POWER/MUTING ボ 


タン を 1 秒 以 上 長押 し し て 、 電 源 を 人 れる 。 


5 本 機 の 赤外線 送信 ポー ト と 、 送 信 機 の 赤外線 受光 部 を 
近づけ る 。 


本 機 で 設定 し た チャ ン ネ ル 情 報 が 送信 機 へ 送ら れ 、 
信 機 の ディ スプ レイ に 周波 数 を 変更 する か 確認 する 
メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


ーH ee Ca 
ALL B11 
HET HD 


6 送信 機 の + また は - ボ タン で 「YES」 を 選択 し 、SET 
ボタ ン を 押す 。 


送信 チャ ン ネ ル と コン パン ダー モー ド が 設定 され ます 。 


"へ トー ゴ 
ご 注意 


・ 手 順 3 の 本 機 か ら の 赤外線 送信 は 、 約 10 秒間 行わ れ ま す 。 


10 秒 以 内 に 手順 4、5 の 操作 を 行っ て くだ さい 。 
10 秒 を 超え て し まっ た 場合 は 、 本 機 の SYNC 画面 か ら 
再度 赤外線 送信 が で きま す 。 


* 送信 機 と 本 機 は 、 約 20 cm 以内 に 近づけ て くだ さい 。 
・ 送信 機 の ディ スプ レイ に 確認 メッ セー ジ が 表示 され て か 


ら 何 も 操作 せ ず に 約 5 秒間 経つ と 、 チ ャ ン ネ ル 変 更 が 行 
われ ず 、 元 の 状態 に 戻り ます 。 

赤外線 を 利用 し た 通信 の た め 、 周 囲 の 環境 に よっ て は 正 
常に 通信 で き な い 場合 が あり ます 。 そ の と き は 本 機 の 
SYNC 画面 か ら 、 再 度 設定 し て くだ さい 。 


グル ー プ / チャ ン ネ ル を 手動 で 設定 後 、 赤 
外線 通信 で ご チャンネル 設定 する (SYNC) 


1 


グル ー プ / チャンネル を 設定 する (5 ペー ジ )。 


2 MENU ボタ ン を 押し て RX1 メニ ュー また は RX2 メ 


ニュ ー を 表示 させ 、+ ボタ ン ま た は - ボ タン を 押し て 


SYNC 画面 を 表示 させ る 。 


3 SET ボタ ン を 1 秒 以 上 長押 し する 。 


4 


5 


確認 画面 が 表示 され ます 。 


+ ボ タン また は -ー ボ タン で |YES] を 選択 し 、SET ボ 
タン を 押す 。 


送信 機 の SET ボ タン を 押し な が ら POWER/MUTING ボ 


タン を 1 秒 以 上 長押 し し て 、 電 源 を 入れ る 。 


本 機 の 赤外線 送信 ポー ト と 、 送 信 機 の 赤外線 受光 部 を 


近づけ る 。 


本 機 で 設定 し た チャ ン ネ ル 情 報 が 送信 機 へ 送ら れ 、 送 
信 機 の ア ィ スプ レイ に 周波 数 を 変更 する か 確認 する 


メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


He Ca 
LE B11 
TH HD 


7 ※ 信 機 の + ま た は - ボ タン で 「YES」 を 選択 し 、SET 


ボタ ン を 押す 。 


送信 チャ ン ネ ル と コン パン ダー モー ド が 設定 され ます 。 


に 


メニ ュー の 構成 と 階層 
メニ ュー の 構成 


UTILITY メニ ュー 

チュ ー ナ ー 1 お よび 2 の 各種 情報 が 表示 され て いる メー 
ター 画面 か ら UTILITY メニ ュー を 表示 で きま す 。 
UTILITY メニ ュー で は 本 機 の 基本 設定 お よび ワイ ヤレ ス 
アダ プター と 組み 合わ せ た と き の 設 定 を 行え を ます 。 


RX1 (チュ ー ナ ー 1) メニ ュー 
RX1 (チュ ー ナ ー 1) の 各種 設定 を 行え を ます 。 


RX2 (チューナ ー ら ) メニ ュー 
RX2 (チュ ー ナ ー 2) の 各種 設定 を 行え を ます 。 


メニ ュー の 階層 
MENU 


<UTILITY> 
ト メー ター 画面 一 ANALOG OUT 1 
L AES LEVEL 
ト SYNC SOURCE 
- 75ohm 
ト TIME 
ト - CONTRAST 
ト RESET 
L_ VERSION 


ト RX1 ーー GP/CH 

ト AUTO SET 

ト BAND 

ト CLR SCAN 

ト SYNC 

ト COMPANDER 
ト ACT SCAN 

- SQUELCH 


ト RX2 ーー GP/CH 

ト AUTO SET 

ト BAND 

ト CLR SCAN 

ト SYNC 

ト - COMPANDER 
ト ACT SCAN 

- SQUELCH 


メニ ュー の 基本 操作 


メニ ュー 名 


1 MENU ボタ ン を 押し て 、 設 定 ま た は 変更 し た い メ 
ニュ ー を 選ぶ 。 


ボタ ン を 押す ご と に 、 メ ー タ ー 、RX1、RX2、 
メー ター Me 

UTILITY メニ ュー 内 の 項目 を 変更 し た い 場 合 は 、 メ ー 
ター 画面 を 表示 させ て くだ さい 。 


2 + また は - ボ タン を 押し て 、 
示さ せる 。 


設定 し た 機能 画面 を 表 


で 


3 設定 項目 が 点 減 す る まで SET ボタ ン を 長押 し する 。 


人 4 」 ま た は - ボ タン を 押し て 、 設 定 を 変更 する 。 


5 SET ボタ ン を 押し て 、 決 定 す る 。 
ご 注意 


電源 スイ ッ チ が OFF に 
は 表示 され ませ ん 。 


な っ て いる チュ ー ナ ー の メニ ュー 


UTILITY メニ ュー 


UTILITY メニ ュー は 、 本 機 の 基本 設定 に 関わ る 項目 や ヤ ワ 
イヤ レス アダ プター と 組み 合わ せ た と き の 機 能 が 含ま れ て 
いる メニ ュー で す 。 

ここ で は 機能 の 説明 と 変更 項目 を 説明 し ます 。 下線 表記 は 
工場 出荷 時 の 設定 で す 。 


| ご 注意 
ディ スプ レイ 右上 に [ADAPTER」 と 表示 され る 機能 は 
別売 の ワイヤレス ア ダ プ ター と 組み 合わ せ た 場 合 の AES/ 
EBU 出力 に 関す る 機能 で す 。 カ ムコ ー ダ ー と の 組み 合わ せ 
で は 機能 し ませ ん 。 


アウ トブ プット 1 出力 の 選択 (ANALoe OUT1) 


HDCAM な どの アナ ログ 入力 が 1 チャ ン ネ ル の み の カ ム 
コー ダー に 接続 する 場合 に 、 出 力 信 号 を 選択 し ます 。 ま た 、 
ワイ ヤレ ス ア ダ プ ター DWA-01D に 装着 し 、DWA-O1D の 


OUTPUT2 端子 を AES/EBU 出力 と し て 使用 する 場合 に 、 
OUTPUT1 端子 か ら サ ブ 出 力 と し て 出力 する 信号 を 選択 し 
ます 。 


へ: エ 音 
ご 注 各 


e OUTPUT2 の 設定 ( 0 きま せん 。 
・ 各 チ ャ ン ネ ル の 音量 は 、 送 信 機 の アッ テ ネ ー タ ー 機 能 を 
使っ て 調整 し て くだ さい 。 


RX1 : チュ ー ナ ー 1 の 受信 音声 信号 を 出力 し ます 。 
RX ら : チュ ー ナ ー 2 の 受信 音声 信号 を 出力 し ます 。 
RX1+ ら : チュ ー ナ ー 1 と チュ ー ナ ー 2 の 受信 音声 信号 を 
ミッ クス し て 出力 し ます 。 


AES/EBU 出力 基準 レベ ル の 選択 (AEs 
LEVEL) 


別売 の ワリ ワイヤ レス アダ プター の AES/EBU 出力 の 基準 レベ べ 
ル を 選択 し ます 。 


ー い 二 音 
ご 注意 | 


アナ ログ 出力 で は 機能 し ませ ん 。 


ー 36dB LINEAR : 送信 機 か ら 送 られ て きた 音声 を 、 ヘ ッ 
ドル ー ム 36 dB を 保っ た まま 出力 し ます 。 

ー ら 0dB LIMIT : 通常 の AES/PBU イン ター フェ ー ス に 合 
わせ て 、 基 準 レ ベル を - 20 dBFS に 変更 し ます 。 送信 機 か 
ら 送 られ て きた 音声 は コン プレ ッ サ ー 処 理 さ きれ ま す 。 
GB SEL RE 
ベル を - 20 dBFS に 変更 し 、 チ ュー ナー 1 と チュ ー ナ ー 2 
の 音声 に か か る コン プレ ッ サ ー を リン ク 動 作 さ せま す 。2 
人 双 の トラ ンス ミッ ター で ステ レオ 音声 素材 を 伝送 する と き 
に 使用 し ます 。 


同期 信号 の 選択 (SYNC SOURCE) 


別売 の ワイ ヤレ ス ア ダ プ ター を 装着 し た 場合 の 本 機 の 同期 
信号 源 を 選択 し ます 。 

32 kHz - 6% か ら 96 kHz + 6% まで の 外部 同期 (リワード 
クロ ッ ク ) に 対応 し ます 。 


る 同期 信号 を ロッ ク さ せる 方 法 に つい て 詳し く は 、 ワ イヤ レス ア 
ダ プ ター の 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 


INTERNAL : 内 部 の 同期 信号 (48 kHz) で 動作 し ます 。 
AUTO : 外部 か ら の 同期 信号 を 優先 し 、 外 部 同期 が 無く 
な っ た 場合 に は 自動 的 に 内 部 同期 に 切り 換わり ます 。 現在 
選択 され て いる 同期 信号 を IINTERNAL」 また は 
IEXTERNAL」 で 表示 し ます 。 

EXTERNAL : 外部 か ら の ワー ドク ロッ ク 信 号 に 同期 し て 
動作 し ます 。 現在 の 同期 状態 を 「UNLOCK」 また は 
「LOCK」 で 表示 し ます 。 


同期 信号 の 終端 75ohm) 
ワイ ヤレ ス ア ダ プ ター の WORD SYNC 入力 端子 を 75Q 終 
端 す る 機能 で す 。 


ON : 75Q で 終端 する 。 
OFF : 75Q で 終端 し な い 。 


ee ニコ 


本 機 の 電源 を OFF に する と 終端 は 開放 され ます 。 


索 積 使用 時 間 を 表示 する (TIME) 
使用 時 間 の 目安 と し て 、 受 信 機 の 累積 使用 時 間 を 表示 し ま 
す 。 


昌世 
す 。 


H 荷 時 の 設定 は 、00.00 で す 。99.99 まで 表示 が 可 


nu 
A 


エエ 


時 間 表示 を リセ ッ ト す る に は 


1 時 間 表 示 が 点滅 する まで SET ボタ ン を 長押 し する 。 


2 ボタ ン を 押し 、「0000 CLR」 が 表示 され た 状態 で 
SET ボタ ン を 押す 。 


「00:00 CLR」 が 表示 され た 状態 で + ボタ ン を 押す と 、 
時 間 表 示 が 点滅 し ます 。 こ の 状態 で SET ボタ ン を 押す 
系 積 使用 時 間 の リセ ッ ト が キャ ン セ ル さ れ ま す 。 


表示 の 濃 さ を 設定 する (CONTRAST) 


ディ スプ レイ に 表示 され て いる 文字 や アイ コン の 濃 さ を 、1 
ー 10 の 範囲 で 調整 で きま す 。 

設定 で きる 値 は 以下 の と お り で す 。 

( 淡 ) 1 ら 82345678910 ( 濃 ) 


工場 出荷 設定 に 戻す (RESET) 


すべ て の 設定 を 工場 出荷 時 の 設定 に 戻し ます 。 

SET ボタ ン を 長押 し する と 、 工 場 出荷 設定 に 戻す こと を 確 
認 す る メッ セー ジ が 表示 され ます 。+ ま た は -ー ボ タン を 押 
し て YES を 選択 し 、SET ボタ ン を 押す と 、 受 信 機 の 設定 
が 工場 出荷 設定 に 戻り ます 。 


ソフ トウ ェ ア バ ー ジ ョ ン を 表示 する 
(VERSION) 
受信 機 の ソフ トウ ェ ア バ ー ジ ョ ン を 表示 し ます 。 


RX1/2 (チュ ー ナ ー 1/ ら ) メニ ュー 


を メニ ュー 操作 の 方 法 に つい て 詳し く は 、「 メ ニュ ー の 基本 操作 」 
(9 ペー ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 


RX1/2 メニ ュー は 、 本 機 の 主機 能 で ある デジ タル ワイ ヤレ 
スレ シー バー の 機能 を 設定 する メニ ュー で す 。 


グル ー プ ンプ チャンネル を 選択 する (GP/ 
CH) 
工場 出荷 時 の 設定 は 、 お 使い の モデ ル に より 異な り ま す 。 


る 詳し く は 「 受 信 チ ャ ン ネ ル を 設定 する 」 (5 ペー ジ ) を ご 覧 くだ 
さい 。 


自動 で 空き チャ ン ネ ル を 設定 する (AUTO 
SET) 


空き チャ ン ネ ル を 検索 後 、 自 動 的 に チャ ン ネ ル を 設定 し 、 
送信 機 へ 赤外線 送信 を 行い ます 。 


を 詳し く は 「 空 き チ ャ ン ネ ル を 検索 し 、 赤 外線 通信 で チャ ン ネ ル 
設定 する (AUTO SBT)」 (8 ペー ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 

周波 数 帯域 を 選択 する (BAND) 

受信 周波 数 帯域 を 選択 し ます 。 


で 注意 
日 本 国内 向け モデ ル お よび 韓国 向け モデ ル に は 、 こ の メ 
ニュ ー は あり ませ ん 。 こ れ ら の モデ ル で は 、 周 波数 帯域 は 
選択 で きま せん 。 


を 名 周波 数 帯域 に 含ま れる グル ー プ と チャ ン ネ ル に つい て 、 詳 し 
く は CD-ROM に 収録 され て いる 周波 数 リス ト を ご 覧 くだ さい 。 


空き チャ ン ネ ル を 探し て 選択 する (CLR 
SCAN) 
空き チャ ン ネ ル を 検索 し ます 。 


を 詳し く は 「 グ ルー プ 内 の 空き チャ ン ネ ル を 検索 する (クリ ア 
チャ ン ネ ルス キャ ン )」 (6 ペー ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 
赤外線 送信 を 行う (SYNC) 


赤外線 通信 を 使っ て 、 受 信 機 で 設定 し た 周波 数 お よび コン 
パン ダー モー ド を 送信 機 に 送信 し ます 。 


を 詳し く は 、「 グ ルー プ / チ ャ ン ネ ル を 手動 で 設定 後 、 赤 外線 通信 
で チャ ン ネ ル 設 定 す る (SYNC)」 (8 ペー ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 

コン バン ダー モー ド を 設定 する 

(COMPANDER) 

コン パン ダー の 動作 モー ド を 設定 し ます 。 


る 詳し く は 、「 コン パン ダー モー ド を 設定 する 」 (6 ペー ジ ) を ご 
覧 くだ さい 。 


すでに 使用 され て いる チャ ン ネ ル に 設定 す 


る (ACT SCAN) 


すでに 使用 され て いる チャ ン ネ ル を 検索 し ます 。 複 数 の 受 
信 機 を 、1 つの 送信 機 と 組み 合わ せ て 同時 に 使う 際 に 便利 
es 


金 詳し く は 「 グ ルー プ 内 の 使用 チャ ン ネ ル を 検索 する (アク ティ 
ブチ ャ ン ネ ルス キャ ン )」 (6 ペー ジ ) を ご 覧 くだ きい 。 
スケ ル チ 機 能 を 設定 する (SQUELCH) 


スケ ル チ 機 能 を ON に する と 、 受 信 待 機 時 の 不要 信号 や ノ 
イズ を 除去 する こと が で きま す 。 


詳し く は 、「 ス ケル ナチ 機能 を 使う ] (7 ペー ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 


エラ ー メ ッ セ ー ジ 


ディ スプ レイ 部 に は 、 通 常 表示 の 他 に 次 の よう な エラ ー 
メッ セー ジ が 表示 され る こと が あり ます 。 


表示 意味 対応 
EEP バッ クア ッ プ メモ リー | お 買い 上 げ 店 また は ソニ ー の サー 

ERROR | デー タ に エラ ー が 発生 | ビス 窓口 に ご 相談 ぐ くだ さい 。 
し まじ だ 。 


PLL PLL シン セ サ イ ザー 回 | 電源 を 入れ 直し て みて くだ さい 。 
ERROR | 路 に 異常 が あり ます 。 | それ で も 直ら な いと き は 、 お 買い 
上 げ 店 また は ソニ ー の サー ビス 窓 
口 に ご 相談 くだ さい 。 


NO 本 機 で 設定 し た コン パ | 使用 する 送信 機 に 合わ せ て 、 コ ン 
TONE | ンダー モー ド と は 異な | パン ダー モー ド を 設定 し て くだ さき 
る トー ン 信 号 の 電波 を | い 「 コ ン パ ンダ ー モ ー ド を 設定 す 
受信 し た た め 、 オ ー る 」 (6 ペー ジ )。 

ディ オ 信 号 出 力 が UWP-D シリ ー ズ の 送信 機 (UTX- 
ミュ ー テ ィング され て | B03、UTX-M03 な ど ) を 使用 す 


いま す 。 る 場合 は 、 送 信 機 と 本 機 の コン パ 
ンダ ー モ ー ド を 同じ 設定 に し て く 
だ さい 。 


故障 が な と 思っ た ら 


修理 に 出す 前 に 、 も う 


一 度 点検 し て くだ さい 。 


それ で も 正常 に 


T 


に お 問い 合わ せく だ さい 。 


動作 し な いと き は 、 お 買い 上 げ 店 また は ソニ ー の サー ビス 窓 


症状 原因 対策 

電源 が 人 人 ら な い 。 カム コー ダー の スロ ッ ト も し く は ワイ ヤレ ス ア ダ プ ター に | 奥 ま で し っ か り 装 着 し 、 本 機 の 装着 ネジ で し っ か り 固 定 し 
正しく 挿入 され て いな い 。 て くだ さい 。 

音 が 出 な い 。 送信 機 と 受信 機 の チャ ン ネ ル が 違っ て いる 。 送信 機 と 受信 機 の チャ ン ネ ル を 合わ せ て くだ さい 。 


送信 機 と 受信 機 の コン パン ダー モー ド が 違っ て いる 


送信 機 と 受信 機 の コン パン ダー モー ド を 合わ せ て くだ さい 。 


ワイ ヤレ ス ア ダ プ ター に 装着 時 、 同 期 信号 の 設定 が 適切 で 


は な い 。 


同期 信号 の 選択 SYNC SOURCE) 機能 で 同期 信号 を 
INTERNAL に 設定 する か 、 外 部 同期 信号 で 運用 し て いる 
場合 に は 、 同 期 信号 の 接続 が 正しい こと を 確認 し AUTO ま 
た は EXTERNAL に 設定 し て くだ さい 。 


音 が 人 歪む 。 


送信 機 と 受信 機 の チャ ン ネ ル が 違っ て いる 。 


送信 機 と 受信 機 の チャ ン ネ ル を 合わ せ て くだ さい 。 


送信 機 と 受信 機 の コン パン ダー モー ド を 合わ せ て くだ さい 。 


音 切 れ 、 ノ イズ が 発生 す 
る 。 


る 
送信 機 と 受信 機 の コン パン ダー モー ド が 違っ て いる 。 
送信 機 と 受信 機 の チャ ン ネ ル が 違っ て いる 


o 


送信 機 と 受信 機 の チャ ン ネ ル を 合わ せ て くだ さい 。 


2 本 以上 の 送信 機 が 同じ チャ ン ネ ル に な っ て いる 


同一 チャ ン ネ ル で 2 本 以上 の 送信 機 は 使用 で きま せん 。 付 
属 の CD-ROM に 収録 きれ て いる 周波 数 リス ト に 従っ て 各 送 
信 機 の チャ ン ネ ル を 設定 し 直し て くだ さい 。 


チャ ン ネ ル が 同一 グル ー プ 内 の 設定 に な っ て いな い 。 


本 機 の チャ ン ネ ルプ ラン は 、2 本 以上 の 送信 機 を 使 
場合 、 そ 3 


する 
し ぞ れ の 送信 機 が 混信 し な いよ うに 設定 し て あり 


近接 チャ ン ネ ル で 運 


し て いる 


妨害 電波 が 出 て いる 。 


ます 。 使用 する 送信 機 を 同一 グル ー プ 内 の チャ ン ネ ル に 設 
定 し 直し て くだ さい 。 

2 チャンネル (250 kHz) 以上 離れ た チャ ン ネ ル を 使用 し て 
くだ さい 。 

受信 機 の チャ ン ネ ル を RF イン ジ ケ ー タ ー が 点灯 し て いな 


い チ ャ ン ネ ル に 設定 する か 、 ク リア チャ ン ネ ルス キャ ン 機 
能 を 使っ て 妨害 の な い チ ャ ン ネ ル に 変更 し て くだ さい 。 次 
に 、 送 信 機 を 受信 機 と 同じ チャ ン ネ ル に 設定 し て くだ さい 。 
2 本 以上 の 送信 機 を 使用 し て いる 場合 は 、 妨 害 電波 の な い 
他 の グル ー プ に 変更 し て くだ さい 。 


スケ ル チ ナチ 機能 が OFF に な っ て いる 。 


スケ ル チ 機 能 を ON に し て くだ さい 。(7 ペー ジ ) 


送信 機 の 電源 を 切っ て も 、 
受信 機 の RF イン ジ ケ ー 
ター が 点灯 し て いる 。 


妨害 電波 が 出 て いる 。 


受信 機 の チャ ン ネ ル を RF イン ジ ケ ー タ ー が 点灯 し て いな 
い チ ャ ン ネ ル に 設定 する か 、 ク リア チャ ン ネ ルス キャ ン 機 
能 を 使っ て 妨害 の な い チ ャ ン ネ ル に 変更 し て くだ さい 。 次 
に 、 送 信 機 を 受信 機 と 同じ チャ ン ネ ル に 設定 し て くだ さい 。 
2 本 以上 の 送信 機 を 使用 し て いる 場合 は 、 妨 害 電波 の な い 
他 の グル ー プ に 変更 し て くだ さい 。 


赤外線 送信 で 、 
チャ ン ネ ル が 設定 
い 。 


送信 機 の 
で き な 


送信 機 の 赤外線 受光 部 と 、 受 信 機 の 赤外線 送信 ポー ト が 離 


送信 機 の 赤外線 受光 部 と 受信 機 の 赤外線 送信 ポー ト を 約 


れ て いる 。 20 cm 以内 に 近づけ て くだ さい 。 
他 の 機器 で 赤外線 通信 を 行っ た り 、 直 射 日 光 に より 妨害 を | 強い 陽射し な ど で 妨 害 を 受け る と 、 通 信 距 離 が 短く な る こ 
受け て いる 。 と が あり ます 。 送信 機 と 受信 機 を で きる だ け 近 づけ て くだ 
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さい 。 


使用 上 の ご 注意 


使用 ・ 保 管 場所 

UWP-D シリ ー ズ の 機器 を 電力 機器 (回 転機 、 変 圧 機 、 調 

光 器 な ど ) に 近接 し て 使用 する と 、 磁 気 誘導 を 受け る こ 

と が あり ます の で 、 で きる だ け 離 し て 使用 し て くだ さい 。 

電 飾 な どの 照明 器具 に より 、 か な り 広 範囲 の 周波 数 淀 城 

i 妨害 を 受け る こと が あり ます 。 
の 場合 、 受 信 機 の アン テ ナ の 位置 や 送信 機 の 使用 位置 

に より 妨害 が 増減 し ます の で 、 な る べく 妨害 を 受け な い 

位置 で 使用 し て くだ さい 。 

UWP-D シリ ー ズ の 機器 を 騒音 の 多い 場所 で 使用 する と 、 

振動 が 直接 本 体 に 伝わり 、 雑 音 発生 (マイ クロ ホ ニ ッ ク ) 

の 原因 と な り 、 規 定 の S/N を 満足 し な い 場 合 が あり ま 

す 。 影響 を 受け る と 考え られ る も の に は 次 の よう な も の 

が あり ます の で 、 充 分 に 注意 し て くだ さい 。 

- 回 転機 、 変 圧 器 な どの 付近 

- 空調 機器 より 発生 する 騒音 、 ま た は 風 を 直接 受け る 場合 

- PA (Public Address> シス テム の スピ ー カ ー 付 近 

- スタ ジオ な ど に 設置 し て いて 、 ス タ MA ボ だ 
り 、 た た いた り 、 物 を 落と し た り し た 場 

対策 と し て 、 A し で こ の の ま 

衝 材 を 敷く な ど し て くだ さい 。 


お 手入れ 

表面 や 端子 部 の 汚れ は 、 乾 いた 和 柔らかい 布 で 拭き 取っ て く 
だ さい 。 シ ン ナ ー や ベン ジン 、 ア ルコ ロー ル な どの 薬品 類 は 、 
表面 の 仕上 げ を 傷め ます の で 使用 し な いで くだ さい 。 


電波 干渉 を 防ぐ た め に 

使用 時 に 外来 雑音 や 妨害 電波 な どの 影響 で 雑音 が 発生 し 、 
使 A 
よう な 場合 は 、 電 波 和 干渉 を 防ぐ た め に 電波 の 発射 を 停止 
する (電源 を 切る ) か 、 あ る い は 周波 数 の 変更 (チャ ン 
ネル の 切り 換え ) を 行っ て くだ さい 。 


携帯 通信 機器 に よる 電磁 波 障害 を 防止 する た め に 

携帯 電話 な ど ME 480 で 使用 する と 、 誤 
動作 を 引き 起こ し た り 、 音 声 に 影響 を 与え る こと が あり 
ます 。 本 機 の 近く で は 、 失 帯 通信 機器 の 電源 は で きる だ 
け 切 っ て くだ さい 。 


主 な 仕様 


アン テ ナ 端 子 BNC-R、50 Q (2) 
RF スケ ル チ レ ベル 
15 dB/OFF (0 dB=1 V) 
音声 出力 レベ ル  - 40 dBu (0 dBu = 0775 Vrms、 変 調 周 
波数 1 kHz、 周 波数 偏 移 + 50 kHz 時 ) 
アク セ サ リ ー 端 子 
D-sub コネ クタ ー (15 ピン ) (1) 


受信 方 式 トゥ ルー ダイ バー シテ ィ 方 式 
局部 発振 水晶 制御 PLL シン セ サ イ ザー 
受信 周波 数 806 MHz ~ 810 MHz 
S/N 比 60 dB 以上 (A-weighted) 
音声 遅延 0.375 ミリ 秒 
ディ エン ファ シス 
50 /s 
基準 周波 数 作物 +5 kHz 
周波 数 特性 40 Hz ~ 15 kHz 
ひずみ 率 0.9% 未満 (変調 周波 数 1 kHz、 周 波数 偏 
移 + 50 kHz 時 ) 
トー ン 信 号 コン パン ダー モー ド を UWPJD に 設定 時 : 
32.382 kHz 
コン パン ダー モー ド を UWP に 設定 時 : 
32 kHz 
コン パン ダー モー ド を WL800 に 設定 時 : 
32.768 kHz 
イィ ンジ ケー ター POWER1/2、REF1/2 
許容 動作 温度 0 て 一 50C 
許容 保存 温度 - 20C~+55 て で て 
電源 電圧 DC70V (カム コー ダー、 ま た は ワイ ヤ 
レス アダ プター か ら 供 給 ) 
消費 電流 200 mA 以下 (DC7 V 時 ) 
外形 図 
寸法 88 x 1162 x 31.2 mm ( 幅 プ 高 さ ノ 奥 行 


き ) 
約 303 g (付属 アン テ ナ 取 り 付 け 時 ) 
ホイ ッ プ アン テ ナ (②) 
ご 使用 に な る 前 に 1) 
CD-ROM (1) 
保証 書 (1) 


自選 
廊 中 
Bn 


り ま す が 


仕様 お よび 外観 は 、 改 」 
ご 了承 くだ さい 。 


良 の た め 


予告 な く 変 更 す る 場合 が あ 


お 使い に 
故障 その 


る 前 
\ 


SS 


※ び 保 証 訪 


ます の で 
本 製品 を 


ら の いか な る 請 


且 


民 本 


避 


ご 了承 くだ さい 。 


いか ね ます 。 
こよ る 本 製品 に 関連 する サー ビス の 停止 、 中 断 


諸事 博 ! 衣 【 


に つい て 、 


切 の 責任 を 6 


前 に 、 必 ず 動 作 確認 を 行っ て くだ さい 。 
伴う 営業 上 の 機会 失 等 は 保証 期間 中 お 
経過 後に か か わら ず 、 補 償 は いた し か ね 


更 用 し た こと に よる お 客 様 、 ま た は 第 三 者 か 
に つい て も 、 当 社 は 一 切 の 責任 を 負 


きい か ね ます 。 


お 問い 合わ せ は 
「 ソ ニー 業務 用 商品 相談 窓口 の ご 案内 ]」 に ある 窓口 へ 


ソニ ー 株 式 会 社 〒108-0075 東京 都 港 区 港南 1-7-1 


http://www.sony.co.jp/ 


